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日程第１１　議案第３６号　訴えの提起について

日程第１２　発議第　４号　「オスプレイ」の配置・低空飛行訓練の中止を求める意見書（案）

日程第１３　議会運営委員会の閉会中の継続審査・調査の申し出について
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開議　午前１０時００分

○議長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。
　定刻になりました。御起立をお願いいたします。一礼して御着席願います。礼。

　ただいまの出席議員は全員です。
　これから本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に運営資料として配付しておりますので、御確認ください。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１、諸般の報告を行います。

　本日の会議では、９月１１日の本会議で、各常任委員会に審査を付託した案件について、各常任委員長に審査状況の報告を願います。委員長の報告が終了した後、報告に対する質疑を行い、討論、採決を行います。

　なお、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程の順は配付した資料と異なりますが、御了解ください。

　各委員会の審査結果は、審査結果報告書として議長宛てに提出されておりますので、運営資料中に写しをお配りしております。

　委員長報告終了の後、討論、採決は日程の順に従って行いますので、御了解ください。

　地方自治法第１２１条の規定に基づく説明員としては、お手元に配付した各氏の出席を認め、会議に出席いただいております。

　これで諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これより、各常任委員長から委員会に付託した案件の審査状況の報告を受けます。なお、さきに申し上げましたが、各委員長の報告は委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程は変更になります。

　討論、採決は日程の順に従って行いますので、御了解ください。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第２、認定第１号　平成２３年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定「所管分」について、日程第３、認定第２号　平成２３年度上毛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について、日程第４、認定第３号　平成２３年度上毛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、日程第７、認定第６号　平成２３年度上毛町奨学資金特別会計歳入歳出決算認定について、日程第８、認定第７号　平成２３年度上毛町住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定について、日程第９、議案第３４号　上毛町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について、日程第１０、議案第３５号　平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第４号）「所管分」、以上７件を議題とします。

　文教厚生常任委員長の報告を求めます。

　三田委員長。

○文教厚生委員長（三田敏和君）皆様、おはようございます。文教厚生常任委員会から報告をいたします。

　当委員会は、９月１８日、議会中小会議室において、文教厚生常任委員会全員と町長以下、執行部の出席をもって午前８時５９分開会、１２時２２分に閉会されました。

　当委員会に付託された案件は、町長から提出された決算認定５件、条例１件、予算案１件の合計７件です。

　当委員会に付託された案件の審査を行い、次のとおり決定いたしましたので、議会規則第７７条の規定に基づき報告をいたします。

　認定第１号　平成２３年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定「所管分」について、最初に総務課長に総括説明を求めました。

　一般会計では歳入歳出の総括として、歳入決算額５８億１,７７９万４,２４４円、前年対比１０億８,６１６万４,１２２円の減額、歳出は決算額５４億７,０７０万５７６円、前年対比１０億３,４７９万７,０７７円の減額で、一般会計、特別会計とも赤字決算ではありません。

　平成２３年度一般会計の総括として、２２年度に実施した中学校屋内運動場改築工事、東校跡地購入事業等の大型事業が減少したため歳入総額で大幅な減となりました。引き続き、歳出の削減、歳入の確保の取り組みを行っています。２３年度は特に少子高齢化対策に重点を置き、あわせて過疎対策とともに予算執行を行ったものですとの説明でした。

　総括説明の質疑として、過疎対策の一環として旧西友枝小学校の改修事業を行いましたが、地域では賛否両論がある。建設に至る経緯について、施設を次世代に受け継ぐために何か方策はないか、考えなければいけない。どういう対策を考えているのか。西友枝が一体になっていれば次の代の若い世代に引き継いでくれる。施設を建設したことで地域がまちまちな意見がある。今の状態では西友枝で次に継続してくれるのか心配である。次世代に施設を引き継いでもらうために町として何らかの対策を考えなければならないと思うが。
　答弁、ゆいきららは皆様方の御承認をいただいて建設しました。今、総合窓口課のほうでいろんな施策等交流事業を行っています。これについても、地域の発展につながると思います。今後の状況ですが、今の状況を見ながらよりよい事業を展開していくと確信をしています。
　質疑、標準財政規模が小さくなっている理由は何か。

　答弁、まず、普通交付税が６,４００万円、臨財債が１億３００万円減っているが大きな要因です。

　質疑、減るのはわかっているが、その要因になるものは何か。地方交付税の算定は複雑であるが、公共施設、道路、人口等により計算される。標準財政規模が小さくなったために地方交付税が減った等の関連はあると思うが、この時期、３施設診療所等を譲渡した影響、大型公共事業がなくなった影響があるのではないか。

　答弁、普通交付税の減額理由を詳細に説明しますと、まず個別算定基準減としての地域振興、人口の関係で合併補正措置の終了、計上補正対応の見直しによる減額４,２００万円、農家戸数の減少１,４００万円、人口減による影響１,３００万円、地方再生対策費の減２,１００万円、雇用対策、地域資源費の減２５７万円、逆に公債費はプラス９６３万円、普通交付税包括算定経費約１,０００万円の減、臨時財政対策債１億３００万の減が主な要因です。
　質疑、商工費、大型集客施設のアンテナショップの予算は、リーマンショック以降の雇用対策の事業だったと思うが、３年で終わってその後予算が切れる。どうするのかと聞いたところ、売り上げ等よければ継続するとの答弁であったが、アンテナショップは現在どうなっているのか。

　答弁、詳しい答弁にはならないかもしれませんが、ゆめタウンのアンテナショップは、今、引き上げています。
　続いて担当課長の説明を求め、質疑を行いました。
　質疑、保育士が不足しているとたびたび言われるが、現在、確保されているのか。

　答弁、待機児童のことと思いますが、ゼロ歳児は３人に１人、４歳児は２０人に１人の保育士が必要です。本町もゼロ児から２歳児まで１名の待機児童がいます。これは定員が１００名で１１０名、１０７名、１２０名ということで、保育所自体も飽和状態です。できるだけ待機児童の解消を目的として保育士の確保はやっていますが、現状はゼロ児、１歳児の入所希望が多く、秋以降もお断りをするケースがあると思います。
　質疑、待機児童と保育士の関係ですが、よその町村の保育士と給与はおおむね合っているのか。上毛町の単価が安いために集まらない、場所的理由、お金さえ出せば確保できると思うが、待機児童との関係をどう対応していけばよいのか、上毛町として少子高齢化に努力している姿が見えない。それをゼロにするような方策を立てていただきたい。

　答弁、今言われたのは保育士の処遇と思いますが、２４年度から臨時保育士から嘱託保育士ということで、この辺でも遜色ありません。全国的に保育士が不足している中で、上毛町の嘱託保育士の賃金が低いということではありません。

　質疑、吉富町ほか１町環境衛生組合負担金ですが、以前から言うのですが、くみ取り料が依然として大平・新吉地域で違う。努力はされていると思うが、２３年度、誰が何回、業者と話しているのか、業者がどう言っているのか。
　答弁、２３年度は業者と２回、協議をしています。当時、燃料費の高騰、地域性があり、４２０円、４３０円で話し合いは進展していません。

　質疑、進路保障協議会負担金がありますが、以前残った金を特別会計でプールしていることがあった。本来であれば、残れば返還することが当たり前であるが、今も残った金をプールしていることがあるのか。

　答弁、進保協は京築管内で各市町村でつくっている協議会で、名前のごとく進路保障です。学校の先生が会員になっているので、学力保障を主としてやっています。その中で講演会、交流会等が年間活動です。残ったお金は、年に１度大きな講演会をやっていますが、講師により額が違うため、講演会用の費用として充てることを目的に負担していただいた各町村に合意を求めています。

　質疑、げんきの杜の浴槽の屋根が落ちて修復をしましたが、今後、管理を徹底するということであったが、管理はどのように指導しているのか。
　答弁、月々、管理マニュアルに沿って目視でチェックをして報告が上がるようにしています。

　質疑、給食調理業務の委託の件ですが、これは食育の一環からやっていると思うが、民間に任せることは、教育からすれば好ましくないのではないか。

　答弁、学校給食を含め、さまざまなところで食育をやっています。あくまでも業務の委託です。整合性はとれていると理解をしています。
　討論、反対討論あり。

　採決、起立多数で認定することに決しました。

　認定第２号　平成２３年度上毛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について、健康福祉課長に説明を求め、質疑に入りました。

　質疑、保険税について不納欠損が９８万７,０００円ほどある。時効は何年ですか。

　答弁、５年です。

　討論、反対討論あり。

　採決、起立多数で認定することに決しました。

　認定第３号　平成２３年度上毛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、健康福祉課長に説明を求め、質疑を行いました。

　質疑なし。

　討論、反対討論あり。

　採決、起立多数で認定することに決しました。

　認定第６号　平成２３年度上毛町奨学資金等特別会計歳入歳出決算認定について、教務課長に説明を求め、質疑に入りました。

　質疑なし。

　討論なし。

　採決、全会一致で認定することに決しました。

　認定第７号　平成２３年度上毛町住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定について、住民課長に説明を求め、質疑に入りました。

　質疑、この資金を借りた人が２０名いますが、支払いが滞っているので、生活保護とか高齢化で払えない人が多いのではないか。

　答弁、２０名ですが、この中で死亡している方が５名、納付制約をされて納付している人が５名、あと行方不明が１名です。残り９名が納めていません。
　討論なし。

　採決、起立多数で認定することに決しました。

　議案第３４号　上毛町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について、住民課長に説明を求め、質疑に入りました。

　質疑なし。

　討論なし。

　採決、全会一致で可決することに決しました。

　議案第３５号　平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第４号）「所管分」について、最初に総務課長に総括説明を求めました。
　歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億１,３２１万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４６億１,３９３万２,０００円としますとの説明を受け、質疑に入りました。

　質疑、地方交付税ですが決定額は幾らですか。

　答弁、２４億７,９４１万５,０００円です。

　質疑、旧東上小学校の件ですが、従来予算計上をしてあったと思うが、１回も行ってないのではないか。

　答弁、御指摘のとおり計上していました。内容は電話等の交渉でした。失礼に当たらないように出向く予定でしたが、相手側からそこまでしなくてもよいとのことでした。今回は登記等もあるので担当職員を行かせるようにしています。

　質疑、ゆいきららの冷蔵庫の購入ですが、備品について最初の考え方が甘かったのではないか。
　答弁、冷蔵庫の購入です。当初に西友枝小学校にあったものを活用していましたが、今回故障したものです。契約によりこういう備品関係は町が出すようになっています。

　質疑、ふるさと手づくり村の件ですが、具体的にどこの施設を活用するのか。

　答弁、ふるさと手作り村周辺の活用をすることにしています。委託先は現時点でＮＰＯ法人を考えています。

　続いて、担当課長の説明を求め質疑に入りました。

　質疑、げんきの杜太陽光発電システム設置は幾らかかったのか。今回、高いようにあるが。

　答弁、２,６１４万５,０００円。当時は最低価格で落札しています。補強費用を引くと同額と考えています。

　質疑、設置業者が町内５社あると聞いたが、指名競争入札になると思うが、この５社全てが指名業者に入る資格があるのか。

　答弁、町の登録業者になっていることが必要です。５社は町の登録をしていないと思いますので該当しないのではないか。また、工事の内容を見ても大きな工事になると思われるので、最終的に指名委員会が判断をします。

　討論なし。

　採決、全会一致で認定することに決しました。
　以上、文教厚生常任委員会からの報告を終わります。
○議長（坪根秀介君）文教厚生常任委員長の報告が終わりました。

　これから、文教厚生常任委員長の報告に対する質疑を行います。

　質疑ありませんか。

（「質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第２、認定第１号　平成２３年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定「所管分」について、日程第５、認定第４号　平成２３年度上毛町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について、日程第６、認定第５号　平成２３年度上毛町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、日程第１０、議案第３５号　平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第４号）「所管分」、日程第１１、議案第３６号　訴えの提起について、日程第１２、発議第４号　「オスプレイ」の配備・低空飛行訓練の中止を求める意見書（案）、以上６件を議題とします。

　総務産業建設委員長の報告を求めます。

　安元委員長。

○総務産業建設委員長（安元慶彦君）おはようございます。総務産業建設常任委員会から報告いたします。
　当委員会は９月１９日、議会中小会議室において、委員全員と町長以下、執行部の出席をもって午前８時５７分開会、午前１１時４５分閉会しました。
　当委員会に付託された案件は、町長提出の決算認定３件、予算案１件、その他１件と発議１件です。
　審査を行いましたので、その経過と結果を会議規則第７７条の規定に基づき報告いたします。
　認定第１号　平成２３年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定「所管分」について、初めに総務課長に総括説明を求め、次に担当課長の説明を求めました。

　総括説明に対する質疑として、自主財源の確保を掲げているが、どういうことを考えているか。

　答弁、若干、税収が伸びている。今後も税収を期待している。東高跡地関係で人口増が見込まれると思うので、これも期待している。また経費の節約に努め、補助事業を活用していく考えである。

　質疑、基準財政需要額の算定、各種行政業務の単価はどうなっているか。
　答弁、道路橋梁費で延長に対し２０万６,０００円、農業行政費で農家戸数に対して８万３,８００円、小学校運営で児童数に対し４万４,８００円、学級数に対して９１万４,０００円、小学校に対し９４４万１,０００円です。

　各課長の説明に対する質疑、なし。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で認定されました。

　次に、認定第４号　平成２３年度上毛町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について、建設課長に説明を求めました。

　質疑、域内に新築した場合、絶対に接続しなければならないのか。

　答弁、域内には、合併浄化槽の補助対象外であるので接続してもらいたいと強く推進をしています。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で認定されました。

　認定第５号　平成２３年度上毛町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、建設課長に説明を求めました。

　質疑として、原井の水質はどうか。

　答弁、今回の改修で多少なりとも改良されたが、谷川の水を引いているので雨が降ったときに濁りが出るため、改善の余地は残っている。
　質疑、完全ではないのか。

　答弁、そのとおり、完全ではないです。しかし、水道法による飲み水として何ら問題はありません。
　討論なし。

　採決の結果、全会一致で認定されました。

　議案第３５号　平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第４号）「所管分」、初めに総務課長に総括説明を求めました。

　総括説明に対する質疑、なし。

　続いて、各課長に説明を求めました。

　質疑として、支所費の林田開会について経緯を聞きたい。
　答弁、林田氏は昭和３９年に旧大平村に建物及び土地を寄附していたが、その後登記が未完了であったので、今回、会館を撤去することになり、この際に用地を上毛町に登記するものです。

　質疑、昭和３９年の寄附が今になって気づいて訴訟した場合、瑕疵はないか。また、勝訴の見込みはあるのか。

　答弁、勝訴の見込みはあります。

　質疑、農業振興費の鳥獣被害防止の柵の設置の関係で、人件費は出ないか。

　答弁、人件費は地元のほうでお願いしたい。

　質疑、農地被害の場合は、まだ受益者負担が確定していないが、請求することになるか。

　答弁、分担金として請求します。

　質疑、施設のほうは受益者負担はないと思うがどうか。

　答弁、そのとおりです。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　次に、議案第３６号　訴えの提起について、総合窓口課長の説明を求めました。

　質疑、林田氏はいつお亡くなりになったのか。

　答弁、昭和４７年です。
　質疑、裁判所から内々にこの財産に関して本町のものであるという意思表示がなされたのか。

　答弁、司法書士を通じて裁判所と協議をしてもらっている。寄附になるのか、東上公民館として町が管理をずっと行ってきたという時効取得か、裁判所と司法書士の事前の話し合いの中でめどが立っている。
　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　発議第４号　「オスプレイ」の配備・低空飛行訓練の中止を求める意見書（案）について、提出議員、茂呂議員より補足説明を求めました。

　質疑、各委員よりさまざまな意見のやりとりがありましたが、いずれも見解の相違に終わりました。

　討論なし。

　採決の結果、起立少数で原案不採択となりました。

　以上で、総務産業建設常任委員会の審査状況の報告を終わります。

○議長（坪根秀介君）総務産業建設常任委員長の報告が終わりました。

　これから、総務産業建設常任委員長の報告に対する質疑を行います。

　質疑ありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

───────────────────────────────
○議長（坪根秀介君）これから、委員会付託案件の討論、採決を行います。

　日程第２、認定第１号　平成２３年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。
○８番（茂呂孝志君）私は、認定第１号反対の立場から討論いたします。

　誘致企業に対し上毛町企業誘致施設整備費等補助金交付規程を適用して、工場敷地内の排水路整備に補助を行っているが、この工事は環境問題などと関係のない単なる排水路整備工事であるため、この補助規程になじみません。

　２番目に、憲法違反の築城基地協賛会に負担金を納めています。

　県知事、県議会議員選挙に町の一般財源を充てています。

　平成２３年度の実質収支比率は９.７％で、２２年度の７.７％より大幅に伸びています。これは予算が、もっと住民のために有効に活用できる多くの金を残したことで、十分に活用されたとは言いがたい。

　同和行政について法の失効にもかかわらず続けています。特別扱いをやめ、直ちに一般行政に移行すべきです。

　給食調理業務について、小学校給食を食育の一環として考えるなら、民間に委託させることは好ましいことではありません。

　し尿くみ取り料は合併後に統一するということでありましたが、依然、新吉地域・大平地域とではくみ取り料金が違っています。
　町長は２０１１年の町長選挙の公約で保育料の無料化を掲げているが、保育料を無料にするという姿勢が見受けられません。

　以上の理由を述べて、この決算認定に反対いたします。

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。

　本案に対する各委員長の報告は原案認定であります。

　本案を各委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、認定第１号　平成２３年度上毛町一般会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第３、認定第２号　平成２３年度上毛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、認定第２号に反対の立場から討論いたします。

　国保加入者のほとんどの方が国保料が高いと言っています。国は１９８４年に、それまで医療費ベースで４５％の補助であったのが、医療給付費の５０％にしたため、医療費ベースでの補助が減りました。国の国保の運営のあり方に問題がありますので、この決算認定に反対いたします。

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案認定であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、認定第２号　平成２３年度上毛町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第４、認定第３号　平成２３年度上毛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は、認定第３号を反対の立場から討論いたします。

　後期高齢者医療制度は７５歳以上の高齢者とそれ以外の高齢者を切り離し、差別医療を押しつけるものでありますので、この決算認定に反対いたします。

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案認定であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、認定第３号　平成２３年度上毛町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第５、認定第４号　平成２３年度上毛町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案認定であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、認定第４号　平成２３年度上毛町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第６、認定第５号　平成２３年度上毛町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案認定であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、認定第５号　平成２３年度上毛町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第７、認定第６号　平成２３年度上毛町奨学資金特別会計歳入歳出決算認定について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案認定であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、認定第６号　平成２３年度上毛町奨学資金特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第８、認定第７号　平成２３年度上毛町住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。

○８番（茂呂孝志君）私は認定第７号に反対の立場から答弁いたします。

　今日、多くの滞納金、滞納額が生じているのは、貸し付け時に乱脈な貸し付けを行ってきたからです。私は一貫して乱脈な貸し付けに反対してきましたので、この決算認定に反対いたします。

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案認定であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、認定第７号　平成２３年度上毛町住宅新築資金等特別会計歳入歳出決算認定については、原案のとおり認定することに決しました。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第９、議案第３４号　上毛町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。

　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第３４号　上毛町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第１０、議案第３５号　平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第４号）について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから、本案を採決します。

　本案に対する各委員長の報告は原案可決であります。

　本案を各委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第３５号　平成２４年度上毛町一般会計補正予算（第４号）については、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１１、議案第３６号　訴えの提起について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第３６号　訴えの提起については、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１２、発議第４号　「オスプレイ」の配備・低空飛行訓練の中止を求める意見書（案）について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

　亀頭議員。

○１０番（亀頭寿太郎君）意見書に反対の立場から討論します。

　意見書は法的にも根拠があります。オスプレイの配備・低空飛行の訓練の中止を求める意見書は、我が町とは具体的な公益性があるとは私は認められません。

　また、オスプレイの配備は日米間の問題で、我が国は日米安全保障条約が結ばれています。日本の外交政策の基軸となる日米関係における唯一の法的根拠でもあり、日米間の協力関係を示す象徴でもあります。今日、我が国の繁栄、発展にも大きく貢献しています。

　日本政府のオスプレイの調査団の結果は、欠陥機ではないと国民に報道されました。こと外交上の意見書は、意見書の内容いかんによって、それが国の外交政策に関連し、外国との交渉に影響を及ぼすということは当然のことかと思います。こと外交上のことまで意見書の提出は、政府から特に慎重にしてほしいとの要望もあり、それに議会の良識的な活動を待つべきであるとも言われます。

　こうした観点から、この意見書に反対し、私の反対討論といたします。

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

　安元議員。

○６番（安元慶彦君）私は、意見書に賛成の立場から討論をします。

　宙に浮いているものが絶対落ちないという保証はありません。ただ、その度合いというか確率によって、私たちは安心・安全を決めていると思います。毎日、頭の上を飛んでいる飛行機にしても、いつ落ちてくるかわかりません。絶対にゼロということはありません。

　これから日本に駐留して使われるオスプレイは、これまでの新聞報道等によると、１９９１年の試作飛行から今日までの間に、いろいろと事故が発生しております。ことしに入ってからは４月にモロッコで墜落、６月にはフロリダで墜落、７月にノースカロライナで緊急着陸等。これでは安心度は期待できません。

　ましてや沖縄県知事や岩国市長が、住民の生命、財産を守る責任者として、イエスと言うことは到底できないことは理解できます。私たちは自分のところに来なければよいということではなく、同胞としてこの飛行に対して反対すべきではないでしょうか。私たちの声は小さいかもわかりませんが、各地域から集まれば大きなものとして中央政府を動かすことができると思います。

　よって、議員各位の真摯な判断をお願いして、意見書採択に向けての討論とします。

　以上です。

○議長（坪根秀介君）ほかに討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案不採択であります。
　ここであらためてお諮りします。

　発議第４号　「オスプレイ」の配備・低空飛行訓練の中止を求める意見書（案）について、採択することに賛成議員の起立を求めます。

（起立少数）

○議長（坪根秀介君）起立少数。よって、発議第４号　「オスプレイ」の配備・低空飛行訓練の中止を求める意見書（案）については、原案を不採択とすることに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１３、議会運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、議会運営委員会委員長から、所掌事務のうち会議規則第７５条の規定により特定事件の調査事項について、閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。
　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）御異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）日程第１４、広報特別委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、広報特別委員会委員長から所管事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。
　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）御異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）以上で、本日の日程はすべて終了しました。
　平成２４年第３回上毛町議会定例会を閉会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午前１０時４２分
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